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５　

平
成
34
年
第
77
回
栃
木
国
体

　
　

ボ
ー
ト
競
技
招
致
に
つ
い
て

　

以
上
５
項
目
を
平
成
26
年
度
市
へ

の
意
見
書
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
前
に
委
員
か
ら
提
案
が

あ
っ
た
８
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
か
ら

意
見
交
換
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　

９
月
６
日
（
土
）、
西
方
総

合
文
化
体
育
館
に
て
「
平
成

26
年
度
栃
木
市
地
域
自
治
交

流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
平
、藤
岡
、都
賀
、西
方
、

岩
舟
の
各
地
域
協
議
会
と
栃

木
地
域
ま
ち
づ
く
り
検
討
委

員
会
の
委
員
が
集
ま
り
、
各

会
の
会
長
か
ら
市
へ
の
意
見

書
が
山
本
副
市
長
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
地
域
協
議
会
か
ら
は
、

15
名
の
委
員
に
よ
る
慎
重
な

審
議
の
結
果
、

１　

小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋

　
　

式
化
に
つ
い
て

２　

防
災
対
策
に
つ
い
て

３　

高
齢
者
に
寄
り
添
う
地

　
　

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
　

の
構
築
に
つ
い
て

４　

渡
良
瀬
遊
水
地
へ
の
来

　
　

訪
者
の
受
入
体
制
に
つ

　
　

い
て

藤岡地域の人口・世帯数
人口総数 16,532  人（△58）
　 男　　 8,194  人 （△16）
　 女　　 8,338  人 （△42）
世 帯 数　5,768 世帯（  2  ）
　　　　外国人登録者を含む

　　  平成 26 年 9 月末現在
　　　　（  ）内は前月比

◇
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

２
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

▲グループを代表して
　発表する田中廣委員

▲

意
見
交
換
の
様
子

藤
岡
町
地
域
協
議
会
か
ら

市
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
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１　

小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式

　
　

化
に
つ
い
て

　

藤
岡
地
域
の
小
中
学
校
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
率
は
低
い
現
状
に
あ

り
ま
す
。
児
童
生
徒
の
健
康
や
公
共

施
設
と
し
て
の
機
能
を
考
慮
し
、
市

内
す
べ
て
の
小
中
学
校
の
ト
イ
レ

を
洋
式
化
す
る
よ
う
要
望
い
た
し

ま
し
た
。

２　

防
災
対
策
に
つ
い
て

（1）
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て

　

消
防
団
員
数
は
年
々
減
少
し
て

お
り
、
地
域
の
防
災
体
制
に
支
障
を

来
す
と
心
配
さ
れ
る
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
消
防
団
員
の
確
保
に
つ

い
て
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
要

望
い
た
し
ま
し
た
。

（2）
自
主
防
災
組
織
設
置
の
促
進
に

　
つ
い
て

　

い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
災
害

が
起
こ
る
の
か
想
定
で
き
な
い
自

然
環
境
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
災
害

に
強
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
地
域

全
体
に
自
主
防
災
組
織
が
設
置
さ

れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
る
よ
う

市
に
よ
る
更
な
る
啓
発
促
進
を
要

望
い
た
し
ま
し
た
。

（3）
防
災
対
策
に
女
性
の
視
点
を

　

災
害
時
、
女
性
な
ら
で
は
の
特
性

を
生
か
し
た
迅
速
か
つ
適
切
な
活

動
に
よ
り
市
民
の
生
命
財
産
を
守

る
た
め
、
防
災
担
当
部
署
に
よ
り
多

く
の
女
性
職
員
を
配
置
・
増
員
す
る

よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

３　

高
齢
者
に
寄
り
添
う
地
域

　
　

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

　
　

築
に
つ
い
て

（1）
地
域
包
括
時
代
の
医
療
・
介
護

　
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
つ
い
て

　

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
急
激
に

増
加
す
る
医
療
と
介
護
の
需
要
に

的
確
に
対
応
し
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
必
要
な
医
療
・
介
護
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
一
体

に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
が
進
め

ら
れ
て
い
る
中
で
、
自
宅
退
院
・
退

院
後
の
生
活
を
支
援
す
る
基
盤
を

整
え
、
顔
の
見
え
る
医
療
と
介
護
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
よ
う

要
望
い
た
し
ま
し
た
。

（2）
低
所
得
で
も
安
心
の
老
後
の
住

　
ま
い
と
居
場
所
の
確
保
に
つ
い
て

　

低
所
得
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

空
き
家
・
空
き
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
地

域
資
源
を
生
か
し
、
安
否
確
認
や
食

事
の
提
供
な
ど
の
生
活
支
援
も
行

う
高
齢
者
住
宅
の
普
及
を
促
し
、
年

金
受
給
者
で
も
安
心
し
て
利
用
で

き
る
住
宅
環
境
整
備
へ
の
施
策
を

充
実
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し

た
。

（3）
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支

　
え
合
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

　
つ
い
て

　

予
め
登
録
を
済
ま
せ
た
高
齢
者

が
、
登
録
施
設
・
事
業
所
で
行
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を

地
域
通
貨
や
地
域
特
産
品
な
ど
に

換
金
で
き
る
「
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
を
市
内
に
導
入

し
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て

支
え
合
う
こ
と
が
出
来
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
よ
う
要
望

い
た
し
ま
し
た
。

４　

渡
良
瀬
遊
水
地
へ
の
来
訪

　
　

者
の
受
入
体
制
に
つ
い
て

（1）
渡
良
瀬
遊
水
地
内
で
の
災
害
時

　
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
の
構

　
築
に
つ
い
て

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
と

な
っ
た
渡
良
瀬
遊
水
地
に
つ
い
て

は
、
来
場
者
の
増
加
に
伴
い
事
故
の

増
加
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、
渡
良
瀬

遊
水
地
を
訪
れ
る
人
た
ち
が
安
心

安
全
に
遊
水
地
の
自
然
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
危
機
管
理

体
制
の
構
築
を
要
望
い
た
し
ま
し

た
。

（2）
渡
良
瀬
遊
水
地
に
訪
れ
る
人
へ

　
の
受
け
入
れ
施
設
の
整
備
に
つ

　
い
て

　

渡
良
瀬
の
歴
史
・
自
然
・
レ

ジ
ャ
ー
・
文
化
を
案
内
す
る
こ
と
の

出
来
る
総
合
案
内
所
（
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
）
の
整
備
及
び
旧
谷
中
村
合

同
慰
霊
碑
・
部
屋
南
部
桜
づ
つ
み
公

園
へ
の
衛
生
施
設
（
ト
イ
レ
）
の
設

置
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

（3）
渡
良
瀬
川
流
域
の
市
民
交
流
会

　
の
設
置
に
つ
い
て

　

渡
良
瀬
川
流
域
の
市
民
の
交
流

会
（
仮
称　

渡
良
瀬
サ
ミ
ッ
ト
）
な

ど
、
関
係
市
町
と
連
携
を
図
り
渡
良

瀬
遊
水
地
の
歴
史
と
文
化
を
保
全

し
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
の
機

関
を
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
す
る

よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

５　

平
成
34
年
第
77
回
栃
木
国

　
　

体
ボ
ー
ト
競
技
招
致
に
つ

　
　

い
て

　

県
内
で
も
ボ
ー
ト
競
技
大
会
の

コ
ー
ス
規
格
を
備
え
た
数
少
な
い

施
設
で
あ
る
谷
中
湖
に
、
平
成
34
年

に
開
催
さ
れ
る
第
77
回
栃
木
国
体

の
ボ
ー
ト
競
技
会
場
を
招
致
す
る

た
め
の
活
動
等
を
積
極
的
に
行
う

よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

意
見
書

平
成
26
年
度

９
月
６
日
、
市
に

提
出
し
た
５
項
目

に
わ
た
る
意
見
書

の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
「
藤
岡
町
地
域
協
議
会
研
究
会
」

の
各
班
が
地
域
の
課
題
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
作
成
し
た
意
見
書
に

つ
い
て
、
本
協
議
会
に
て
協
議
さ

れ
、
５
項
目
を
市
に
提
出
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

栃
木
市
地
域
づ
く
り
推
進
条
例

（
案
）
及
び
同
条
例
施
行
規
則

（
案
）
に
つ
い
て

 

（
総
合
政
策
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
課
）

　

栃
木
市
地
域
づ
く
り
推
進
条
例

（
案
）
及
び
同
条
例
施
行
規
則
（
案
）

に
つ
い
て
、
意
見
聴
取
が
あ
り
ま
し

た
。

【
背
景
】

　

合
併
時
に
旧
町
の
区
域
に
導
入
さ

れ
た
地
域
自
治
区
制
度
が
、
平
成
27

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
市
全
域
を
対
象
に
身
近

な
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
栃
木
市
新
た
な
地
域
自
治
制

度
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

同
構
想
に
基
づ
き
、
栃
木
市
地
域

づ
く
り
推
進
条
例
及
び
同
条
例
施

行
規
則
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

地
域
協
議
会
の
意
見

　

照
会
の
と
お
り
了
解
と
す
る
。

栃
木
市
文
化
振
興
計
画(

素
案)

に
つ
い
て

  

（
教
育
委
員
会
事
務
局
　
文
化
課
）

　

栃
木
市
の
文
化
芸
術
の
基
本
的

な
考
え
方
を
示
し
、
体
系
的
な
施
策

の
展
開
を
図
る
た
め
に
策
定
す
る

栃
木
市
文
化
振
興
計
画(

素
案)

の

藤
岡
地
域
に
お
け
る
文
化
振
興
の

施
策
に
つ
い
て
、
意
見
聴
取
が
あ
り

ま
し
た
。

地
域
協
議
会
の
意
見

　

照
会
の
と
お
り
了
解
と
す
る
。

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
策

定
着
手
に
つ
い
て

　
　
　  

（
生
活
環
境
部
　
環
境
課
）

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
第
６
条
に
基
づ
き
一
般

廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
策
定
に
着

手
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
バ
ス
岩
舟
線
の
運
行

及
び
藤
岡
線
の
見
直
し
に
つ
い

て
（
生
活
環
境
部
　
交
通
防
犯
課
）

　

11
月
１
日
を
予
定
し
て
い
る
ふ

れ
あ
い
バ
ス
岩
舟
線
の
運
行
開
始

及
び
藤
岡
線
の
路
線
見
直
し
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度　

第
６
回
藤
岡
町
地
域
協
議
会

　
　
　
　

(

９
月
22
日
開
催)

平
成
26
年
度　

第
５
回
藤
岡
町
地
域
協
議
会

　
　
　
　

(

８
月
26
日
開
催)

各委員会の出席報告
◇第５回地域協議会
　第 14 回栃木市斎場再整備検討委員会
　　　　　　　　・・・田中久己 会長
　栃木市市民会議総合計画部会
　　　　　　　　・・・田中　廣 委員
◇第６回地域協議会
　第４回栃木市子ども・子育て会議
　　　　　　　　・・・田村孝子 委員

地域協議会の付帯意見
　に対する市の回答(第６回地域協議会)
◎投票区の見直しについての意見に対する回答について

【地域協議会からの意見】
　改正案の藤岡第３投票区投票所について、「栃木市
赤麻地区公民館」とされているが、「栃木市藤岡保健
福祉センター」の活用を検討していただきたい。

意見に対する回答（要点を抜粋）
　藤岡保健福祉センターは、見直し基準である「バリアフ
リー化され、駐車場のある施設」ですが、基準のひとつで
ある「有権者の住居から投票所までの距離はおおむね３キ
ロメートル以内とする」では、包括できない集落が発生し
てしまいます。
　また、藤岡保健福祉センターを投票所とした場合、比較
的交通量がある県道藤岡乙女線の現状信号機のない変則十
字路が進入ルートになります。
　それに対し、「赤麻地区公民館」は、見直し基準を満た
しかつ統合により有権者数が 3,100 人を超えるため、近接
事業所の駐車場借り上げを条件とした選定となっており、
周辺は交通量の少ない地域です。
　以上を総合的に勘案し、「赤麻地区公民館」を選定しま
したので、ご理解くださるようお願いします。
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第
９
回
藤
岡
町
地
域
協
議
会

【
日
時
】
12
月
22
日
（
月
）

　
　
　

 

午
後
２
時
か
ら
（
予
定
）

【
場
所
】
藤
岡
総
合
支
所

　
　
　

 

議
会
棟
２
階
会
議
室

※
会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希

　

望
の
方
は
、
開
始
時
間
ま
で
に
会
場

　

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
会
議
は
非
公
開
に
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の

　
　
　

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

藤
岡
町
地
域
協
議
会
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
等
を
多
数
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

地
域
協
議
会
に
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
地
域

協
議
会
研
究
会
で
協
議
し
、
そ
の
案
件
に
応

じ
た
様
々
な
手
法
に
よ
り
対
応
を
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
投
稿
す
る
際
に
は
、
詳
細
な
状

況
説
明
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、氏
名
、連
絡
先
等
を
必
ず
明
記
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

藤岡町地域協議会だより

発　行　藤岡町地域協議会研究会
編　集　広報委員会
電　話　0282-62-0900
ＦＡＸ　0282-62-4625
E-mail　f-chiiki@city.tochigi.lg.jp

★地域協議会の情報は、栃木市
　公式ホームページでご覧い
　ただけます。

地域の防災力を強化！
栃木市総合防災訓練 (藤岡支部 )

　　　 (日)谷中湖北ブロック子ども広場
ゾーンをメイン会場として開催されました。
広大な渡良瀬遊水地で行われているさま
ざまなスポーツを、生で観て楽しむこと
ができるこのイベントは、家族連れや自
転車愛好者など、２万人の来場者で賑わ
いました。
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9/20　　　  (土)栃木市総合防災訓練が市内6か所でいっせいに開
催されました。藤岡地域(藤岡支部)では、藤岡総合体育館を
会場に、近隣の10自治会の方々による避難訓練のほか、広
報訓練、応急手当訓練などが実施されました。

▼水消火器訓練の様子

▶
赤
ち
ゃ
ん
も
、

　

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て

　
「
よ
ー
い
ド
ン
！
」

▲

渡
良
瀬
遊
水
地
に
向
け
て

　

颯
爽
と
ス
タ
ー
ト

渡良瀬遊水地フェスティバル 2014
オールドタイムランみかも実行委員会主催

オールドタイムランみかも 2014
10/19

道の駅みかもに
クラシックバイクが
大集合！

10/17 ミニミニ運動会
in 地域子育て支援センターふじおか


